
 
二
千
二
十
五
年
の
国
際
労
働
機
関
第
百
十
三
回
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
勧
告
に
関
す
る
報
告
書

 

二
千
二
十
五
年
六
月
二
日
か
ら
同
年
六
月
十
三
日
ま
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
我
が
国
の
代
表
の
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
た

国
際
労
働
機
関
第
百
十
三
回
総
会
は
、
「
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
か
ら
の
予
防
及
び
保
護
に
関
す
る
勧
告
（
第
二

百
九
号
）
」
（
別
冊
仮
訳
文
添
付
）
を
採
択
し
た
。
よ
っ
て
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
十
九
条
６
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
報

 

告
書
を
提
出
す
る
。

 
 

こ
の
勧
告
は
、
「
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
か
ら
の
予
防
及
び
保
護
に
関
す
る
条
約
（
第
百
九
十
二
号
）
」
を
補

足
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
条
約
に
規
定
す
る
事
項
に
関
連
す
る
細
目
的
な
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
た
も

 

の
で
あ
る
。

 
 
 

こ
の
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
実
情
に
照
ら
し
て
慎
重
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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仮
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作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
か
ら
の
予
防
及
び
保
護
に
関
す
る
勧
告
（
第
二
百
九
号
）

 

 

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

 

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
二
千
二
十
五
年
六
月
二
日
に
そ
の
第
百
十
三
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

会
議
の
議
事
日
程
の
第
四
議
題
で
あ
る
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定

 

し
、そ

の
提
案
が
二
千
二
十
五
年
の
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
条
約
を
補
足
す
る
勧
告
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ

 

と
を
決
定
し
て
、 

 
 
 

次
の
勧
告
（
引
用
に
際
し
て
は
、
二
千
二
十
五
年
の
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
勧
告
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
）
を
二
千
二
十
五
年
六
月
十
三
日
に
採
択
す
る
。

１　

こ
の
勧
告
は
、
二
千
二
十
五
年
の
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
を
補
足
す
る

 

も
の
で
あ
り
、
条
約
と
の
関
連
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

Ⅰ　

定
義
及
び
適
用
範
囲
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２　

条
約
第
一
条

に
含
ま
れ
る
定
義
を
考
慮
し
て
、
生
物
学
的
危
険
に
は
次
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。

(a)

　

病
原
性
微
生
物
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
毒
素
並
び
に
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
特
定
の
原
生
生
物
、
細
菌
、
真
菌
、
卵
菌
類
及
び

(a)

 

藻
類
を
含
む
。
）

　

細
胞
及
び
細
胞
培
養
物
（
初
代
培
養
及
び
不
死
化
細
胞
株
の
双
方
が
含
ま
れ
、
他
の
生
物
学
的
危
険
に
よ
っ
て
汚
染
さ

(b)
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
又
は
腫
瘍
誘
発
能
、
毒
素
若
し
く
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
等
の
固
有
の
危
険
性
を
有
す
る
も
の
を

 

含
む
。
） 

 
 
 
 
 

 

　

内
部
寄
生
生
物
、
す
な
わ
ち
、
原
生
生
物
及
び
寄
生
蠕
虫
類

ぜ
ん

(c)　

非
細
胞
性
の
微
生
物
的
実
体
（
ウ
イ
ル
ス
、
プ
リ
オ
ン
、
組
換
え
体
、
遺
伝
子
組
換
え
又
は
合
成
さ
れ
た

及
び

(d)

D
N
A

 

物
質
を
含
む
。
） 

 

R
N
A

　

動
物
又
は
植
物
由
来
の
刺
激
物
質
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
及
び
毒
素
（
動
物
又
は
植
物
に
よ
っ
て
産
生
さ
れ
る
毒
液
又
は
ア
レ

(e)
ル
ゲ
ン
を
含
む
分
泌
液
を
含
む
。
た
だ
し
、
花
粉
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
咬
傷
、
刺
傷
又
は
こ
れ
ら
の
物
質
の
放
出
又

は
存
在
を
も
た
ら
す
そ
の
他
の
事
象
を
介
し
た
曝
露
に
よ
り
、
刺
激
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
又
は
全
身
毒
性
を
引
き
起
こ
す

ば
く

 

可
能
性
が
あ
る
も
の 
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３　

作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
へ
の
曝
露
に
よ
り
人
の
健
康
に
生
じ
る
害
に
は
、
次
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。

ば
く

　

ブ
ル
セ
ラ
症
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
破
傷
風
、
結
核
、
炭
疽
及
び
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ

(a)
症
等
の
感
染
症
（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
続
発
す
る
肝
疾
患
等
の
急
性
又
は
慢
性
の
感
染
症
に
続
発
す
る
健
康
に
対
す
る
影

 

響
及
び
そ
の
後
遺
症
を
含
む
。
） 

 

 

　

細
菌
性
若
し
く
は
真
菌
性
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
又
は
毒
素
に
関
連
す
る
中
毒
性
又
は
炎
症
性
症
候
群
等
の
非
感
染
性
疾
患

(b)　

作
業
環
境
に
お
い
て
生
物
学
的
危
険
へ
の
曝
露
に
係
る
職
業
上
の
事
故
の
結
果
と
し
て
起
こ
る
死
亡
、
人
身
傷
害
又
は

ば
く

(c)

 

疾
病 

 

４　

健
康
と
は
、
疾
病
に
か
か
っ
て
お
ら
ず
又
は
病
弱
で
な
い
こ
と
を
い
う
の
み
な
ら
ず
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
身
体
的
又

 

は
精
神
的
な
要
素
で
あ
っ
て
就
業
中
の
安
全
及
び
健
康
に
直
接
関
連
す
る
も
の
を
含
む
。

 

５　

条
約
第
一
条

に
規
定
す
る
伝
播
方
式
に
は
、
次
の
事
項
が
含
ま
れ
る
。

(b)

 

　

生
物
学
的
危
険
が
空
気
中
を
移
動
す
る
こ
と
又
は
浮
遊
す
る
こ
と
に
よ
る
空
気
感
染 

 

(a)

 

　

人
間
及
び
動
物
を
含
む
生
物
が
、
直
接
接
触
に
よ
り
、
生
物
学
的
危
険
を
伝
播
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
直
接
的
伝
播 

 

(b)

 

　

媒
介
生
物
及
び
水
、
食
物
、
有
機
物
質
、
体
液
又
は
媒
介
物
等
の
伝
達
媒
体
を
通
じ
て
発
生
す
る
間
接
的
伝
播

(c)
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６　

条
約
第
一
条

に
規
定
す
る
曝
露
経
路
に
は
、
吸
入
、
摂
取
及
び
経
皮
損
傷
並
び
に
目
、
皮
膚
及
び
粘
膜
か
ら
の
吸
収
又

ば
く

(b)

 

は
吸
着
が
含
ま
れ
る
。
通
常
、
こ
れ
ら
の
経
路
は
生
物
学
的
危
険
及
び
作
業
環
境
の
特
徴
に
依
存
す
る
。

７　

最
大
限
可
能
な
範
囲
内
で
、
条
約
及
び
こ
の
勧
告
の
規
定
は
、
経
済
活
動
の
す
べ
て
の
部
門
及
び
す
べ
て
の
種
類
の
労
働

者
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
条
約
及
び
こ
の
勧
告
に
規
定
す
る
保
護
と
同
様
の
保
護
を
自
営
業
者
に
与
え
る
た
め
、

 

必
要
か
つ
実
行
可
能
な
措
置
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

Ⅱ　

予
防
措
置
及
び
保
護
措
置

８　

加
盟
国
は
、
国
内
法
及
び
国
内
慣
行
に
従
っ
て
、
作
業
の
遂
行
に
当
た
っ
て
労
働
者
が
曝
露
す
る
可
能
性
の
あ
る
生
物
学

ば
く

的
な
物
質
、
因
子
又
は
製
品
を
設
計
、
製
造
、
輸
入
、
提
供
又
は
輸
送
す
る
者
が
、
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
を
確
保
す
る
た

 

め
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
当
該
物
質
、
因
子
又
は
製
品
が
、
こ
れ
を
正
し
く
使
用
す
る
者
の
安
全
及
び
健
康
に
危

(a)

 

険
を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

当
該
物
質
、
因
子
又
は
製
品
の
正
し
い
使
用
及
び
有
害
特
性
に
関
す
る
情
報
を
、
入
手
可
能
な
場
合
に
は
職
業
上
の
安

(b)
全
及
び
健
康
に
関
す
る
情
報
資
料
の
形
態
で
、
ま
た
既
知
の
危
険
性
を
防
止
す
る
た
め
の
指
針
を
含
め
、
利
用
可
能
な
も



　　 5 

 
の
と
す
る
こ
と
。

　

研
究
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
又
は

及
び

の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
科
学
的
及
び
技
術
的
な
知
識
に
常
に

(c)

(a)

(b)

 

精
通
し
て
い
る
こ
と
。

　

危
険
物
輸
送
に
関
す
る
国
際
連
合
勧
告
、
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー

(d)
ゼ
ル
条
約
、
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
、
細
菌
兵
器
（
生
物

兵
器
）
及
び
毒
素
兵
器
の
開
発
、
生
産
及
び
貯
蔵
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
、
国
際
保
健
規
則
そ
の
他
関
連
す

 

る
適
用
可
能
な
条
約
又
は
文
書
を
考
慮
す
る
こ
と
。

 

９　

条
約
第
七
条
１
に
規
定
す
る
国
内
の
仕
組
み
及
び
指
針
は
、
次
の
と
お
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。

 

　

次
の
事
項
に
関
す
る
規
定
を
含
む
こ
と
。

(a)

 

　

危
険
性
評
価
の
実
施
及
び
そ
の
定
期
的
な
再
検
討

(i)

 

　

管
理
の
序
列
に
従
っ
た
防
止
及
び
保
護
の
措
置 

 

(ⅱ)

 

　

衛
生 

 

(ⅲ)

 

　

労
働
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
訓
練

(ⅳ)
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か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
者
と
の
協
議
及
び
そ
の
参
加 

 
(ⅴ)

(i)

(ⅳ)

　

適
当
な
場
合
に
は
、
感
染
予
防
、
管
理
措
置
並
び
に
危
険
性
に
基
づ
く
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
バ
イ
オ
セ
ー
フ

(b)
テ
ィ
の
管
理
措
置
（
例
え
ば
、
研
究
所
に
お
け
る
封
じ
込
め
の
程
度
、
換
気
、
媒
介
物
の
管
理
、
除
染
及
び
消
毒
の
手
続

 

並
び
に
有
害
な
不
要
物
の
取
扱
い
及
び
処
分
に
関
す
る
危
険
性
に
基
づ
く
手
続
）
に
対
応
す
る
こ
と
。

 

　

生
物
、
媒
介
物
そ
の
他
潜
在
的
伝
達
媒
体
に
よ
る
生
物
学
的
危
険
の
存
在
に
関
す
る
不
確
実
性
を
考
慮
す
る
こ
と
。

(c)　

各
部
門
又
は
職
業
に
お
け
る
曝
露
の
危
険
性
の
段
階
並
び
に
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
危
険
及
び
評
価

ば
く

(d)

 

さ
れ
た
危
険
性
に
見
合
う
適
当
か
つ
比
例
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　

危
険
性
の
評
価
に
含
ま
れ
る
べ
き
条
約
第
七
条
２

に
規
定
す
る
部
門
及
び
職
業
に
は
、
次
の
も
の
が
含
ま
れ
得
る

10

(c)
(i)

 

が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

 

　

保
健
部
門

(a)

 

　

食
料
生
産
及
び
農
作
業
（
動
物
、
植
物
及
び
穀
物
分
野
を
含
む
。
）

(b)

 

　

水
及
び
廃
棄
物
管
理
部
門

(c)

 

　

清
掃
及
び
保
守
作
業

(d)



　　 7 

 

　

人
道
支
援
活
動

(e)

 

　

試
験
研
究
に
関
す
る
作
業

(f)

 

　

生
物
工
学
及
び
製
薬
部
門

(g)

 

　

葬
儀
及
び
死
体
取
扱
作
業

(h)

 

　

建
設
部
門

(i)

 

　

林
業
部
門

(j)

 

　

運
送
部
門

(k)　

公
衆
衛
生
上
の
非
常
事
態
に
お
い
て
、
社
会
の
機
能
及
び
福
祉
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
職
業
で
あ
り
、
権
限
の
あ
る
当

(l)

 

局
に
よ
る
生
物
学
的
危
険
性
の
評
価
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の

 

　

条
約
第
七
条
２

に
規
定
す
る
労
働
者
に
は
、
次
の
者
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

11

(c)
(ⅱ)

 

　

妊
娠
中
又
は
哺
育
中
の
女
性

(a)

 

　

年
少
の
労
働
者

(b)

 

　

高
齢
の
労
働
者

(c)
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障
害
の
あ
る
労
働
者

(d)

 

　

医
学
的
に
感
染
症
又
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
罹
患
し
や
す
い
労
働
者
（
免
疫
機
能
が
低
下
し
て
い
る
労
働
者
を
含
む
。
）

(e)

 

　

そ
の
社
会
的
立
場
及
び
複
数
の
不
利
な
条
件
に
起
因
し
て
保
護
を
必
要
と
す
る
労
働
者

(f)

 

　

移
民
労
働
者

(g)
　

条
約
第
七
条
２

に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
計
画
及
び
手
続
等
の
準
備
及
び
対
応
措
置
に
は
、
次
の
事
項
を
含
む
べ
き
で
あ

12

(d)

 

る
。

 

　

事
故
及
び
非
常
事
態
の
管
理
の
た
め
の
規
則
の
準
備
又
は
更
新

(a)

 

　

発
見
及
び
早
期
警
戒
制
度

(b)　

感
染
拡
大
又
は
地
域
的
若
し
く
は
世
界
的
な
ま
ん
延
の
場
合
に
、
作
業
環
境
に
お
い
て
と
ら
れ
る
べ
き
措
置
（
隔
離
及

(c)

 

び
検
疫
の
命
令
が
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
労
働
者
及
び
使
用
者
へ
の
支
援
を
含
む
。
）

 

　

公
衆
衛
生
当
局
と
の
調
整
及
び
情
報
に
関
す
る
制
度

(d)

 

　

研
究
に
関
す
る
国
内
的
及
び
国
際
的
な
協
力

(e)

 

　

非
常
時
の
人
的
資
源
の
適
切
な
提
供
（
急
増
に
対
応
す
る
能
力
及
び
柔
軟
な
資
源
配
分
を
含
む
。
）

(f)
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健
康
施
設
及
び
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
運
用

(g)

 

　

物
資
の
準
備

(h)　

関
係
す
る
国
内
的
及
び
国
際
的
な
公
衆
衛
生
、
水
及
び
廃
棄
物
管
理
、
環
境
衛
生
、
職
業
上
の
健
康
、
動
物
診
療
に
係

(i)

 

る
衛
生
当
局
及
び
労
働
監
督
機
関
そ
の
他
関
係
す
る
専
門
家
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力

 

　

発
生
へ
の
準
備
及
び
管
理
の
た
め
の
迅
速
な
公
衆
衛
生
対
応
制
度
及
び
専
門
的
助
言
の
即
時
の
伝
達

(j)　

潜
在
的
な
生
物
学
的
危
険
に
関
す
る
職
業
上
の
健
康
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に
対
す
る
臨
床
又
は
研
究
に
基
づ
く

(k)

 

調
査
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
訓
練

　

作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
に
関
す
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
管
理
の
た
め
の
仕
組
み
及
び
指
針
を
策
定
す

13
る
際
に
は
、
加
盟
国
は
、
国
際
労
働
機
関
そ
の
他
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
関
連
す
る
国
際
的
に
合
意
さ
れ

た
技
術
上
及
び
実
務
上
の
手
引
き
に
妥
当
な
考
慮
を
払
い
、
並
び
に
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
例
え
ば
、
「

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

I
L
O

I
L

 
-

）
」
に
定
め
る
方
法
）
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

O

O
S
H
2
0
0
1

　

加
盟
国
は
、
適
当
か
つ
比
例
し
た
危
険
性
の
管
理
措
置
を
特
定
す
る
た
め
に
、
様
々
な
手
法
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き

14
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る
。
こ
の
手
法
に
は
、
特
定
の
種
類
の
生
物
学
的
危
険
を
伴
う
作
業
に
関
す
る
規
則
、
政
策
又
は
指
針
並
び
に
生
物
学
的
危

 

険
を
そ
の
特
性
及
び
疫
学
的
特
徴
に
基
づ
い
て
危
険
性
又
は
危
険
群
に
分
類
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
得
る
。

　

多
く
の
生
物
学
的
危
険
が
国
境
を
越
え
る
危
険
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
認
識
し
、
加
盟
国
は
、
国
内
及
び
多
国
籍
企
業
双

15
方
の
使
用
者
が
、
適
切
な
職
業
上
の
健
康
及
び
安
全
の
条
件
を
提
供
し
、
危
険
を
排
除
又
は
こ
れ
ら
の
危
険
性
を
最
小
化
す

 

る
た
め
の
予
防
の
た
め
の
文
化
に
寄
与
す
る
よ
う
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。

 

Ⅲ　

社
会
保
障
及
び
雇
用
保
護

　

条
約
第
十
二
条
の
適
用
に
当
た
り
、
加
盟
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
千
九
百
五
十
二
年
の
社
会
保
障
（
最
低
基
準
）
条

16
約
（
第
百
二
号
）
、
千
九
百
六
十
四
年
の
業
務
災
害
給
付
条
約
（
第
百
二
十
一
号
）
（
千
九
百
八
十
年
に
付
表
Ⅰ
改
正
）
、

千
九
百
六
十
四
年
の
業
務
災
害
給
付
勧
告
（
第
百
二
十
一
号
）
、
二
千
二
年
の
職
業
病
の
一
覧
表
勧
告
（
第
百
九
十
四
号
）

 

そ
の
他
関
連
文
書
並
び
に
そ
の
後
の
改
正
及
び
改
定
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

加
盟
国
は
、
国
内
事
情
に
従
っ
て
、
隔
離
又
は
検
疫
の
期
間
中
の
基
本
収
入
の
保
障
及
び
事
業
の
継
続
の
た
め
の
措
置
の

17

 

利
用
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

加
盟
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
労
働
者
が
監
視
、
移
動
制
限
、
検
疫
若
し
く
は
隔
離
命
令
を
遵
守
し
、
又
は
関
連
す
る

18
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予
防
若
し
く
は
治
療
の
た
め
に
就
業
を
欠
く
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
解
雇
か
ら
の
保
護
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

 

あ
る
。

 

Ⅳ　

法
令
遵
守

　

条
約
第
十
三
条
の
監
督
制
度
は
、
千
九
百
四
十
七
年
の
労
働
監
督
条
約
（
第
八
十
一
号
）
及
び
千
九
百
六
十
九
年
の
労
働

19
監
督
（
農
業
）
条
約
（
第
百
二
十
九
号
）
の
規
定
を
指
針
と
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
批
准
し
て
い
る

 

加
盟
国
の
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

 

Ⅴ　

使
用
者
の
義
務
及
び
責
任

　

使
用
者
は
、
条
約
第
十
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
自
ら
の
責
任
と
し
て
予
防
措
置
及
び
保
護
措
置
を
と
る
に
当
た
り
、
千

20
九
百
八
十
一
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
勧
告
（
第
百
六
十
四
号
）
、
二
千
六
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康

促
進
枠
組
勧
告
（
第
百
九
十
七
号
）
、

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

I
L
O

I
L

-

）
、
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
に
関
す
る
技
術
的
な
指
針
及
び
そ
の
他
の
国
際
労
働
機
関

O

O
S
H
2
0
0
1

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
関
連
す
る
後
続
の
指
針
を
含
む
関
係
文
書
、
実
施
基
準
及
び
指
針
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
べ
き
で
あ

 

る
。
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条
約
第
十
六
条

に
規
定
す
る
管
理
の
序
列
の
適
用
に
当
た
り
、
使
用
者
は
作
業
環
境
に
お
け
る
生
物
学
的
危
険
に
関
す

21

(b)

 

る
技
術
的
な
指
針
及
び
そ
の
他
の
国
際
労
働
機
関
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
関
連
す
る
後
続
の
指
針
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

 

　

条
約
第
十
八
条
に
規
定
す
る
準
備
、
対
応
に
関
す
る
計
画
及
び
手
続
に
は
次
の
事
項
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

22

　

公
衆
衛
生
上
の
影
響
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
、
生
物
学
的
危
険
に
関
連
す
る
非
常
事
態
の
管
理
に
関
す
る
職
場
に
お
け

(a)

 

る
方
針
及
び
指
針
を
作
成
又
は
更
新
す
る
こ
と
。 

 

　

国
内
法
令
及
び
国
内
慣
行
に
従
い
、
並
び
に
危
険
性
の
評
価
に
基
づ
き
、
適
切
か
つ
十
分
な
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
。

(b)
予
防
措
置
に
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
す
る
、
無
料
の
、
か
つ
自
発
的
な
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
免
疫
の
付
与
、
化
学
的

 

予
防
及
び
検
査
を
促
進
す
る
こ
と
を
含
め
得
る
。

 

Ⅵ　

過
去
の
勧
告
へ
の
効
果

 

　

こ
の
勧
告
は
、
千
九
百
十
九
年
の
炭
疽
予
防
勧
告
（
第
三
号
）
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。

23

 　

以
上
は
、
国
際
労
働
機
関
の
総
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
て
二
千
二
十
五
年
六
月
十
三
日
に
閉
会
を
宣
言
さ
れ
た
そ

 

の
第
百
十
三
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
勧
告
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。
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以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
二
千
二
十
五
年
六
月
十
三
日
に
署
名
し
た
。

 

 

　

総
会
議
長

 

エ
ド
ガ
ー
・
モ
ヨ

 

　

国
際
労
働
事
務
局
長

 

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
Ｆ
・
ウ
ン
グ
ボ

 




